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第４５回人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会 

 全体会・分科会は来年へ延期、今年は特別講座を開講 
８月に予定されていました第４５回鳥取県研究集会（開催地米子市）は、前年より準備を進め

てきましたが、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、「例年と同様の内容の研究集会は１年

延期し、日程等を変更した『特別講座』を実施する」こととなりました。 

 

お 知 ら せ 

〇 今年度の「第 45 回人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会」は「特別講座」として、 

県内の東・中・西部の３カ所で開催します。 

 

〇 ２０２１年度は「第４６回人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会」とし、西部開催 

（開催地実行委員会事務局は米子市）とします。 

 

「第４６回人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会」 

 

２０２１年８月３日(火)   

 

全体会場：県立米子コンベンションセンター多目的ホール 

    分科会場：県立米子コンベンションセンター多目的ホール他 米子市内７会場 

 

〇 再来年度以降の開催地も繰り延べして変更になります。 ２０２２年度→東部  

２０２３年度→西部  ２０２４年度→中部  ２０２５年度→東部   

（東部→西部→中部の順が原則です。） 

〇 「実行委員会、基調提案作成委員会、開催地実行委員会」の会合は今年度中止します。 

ただし、「企画運営委員会」は来年度の研究集会の準備のため開催します。 
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第 45回人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会「特別講座」 

～新型コロナウイルス問題の偏見や差別から学ぶ～ 

新型コロナウイルスは私たちの生活や経済に大きな影響を及ぼすとともに、新たな偏見や

差別を生み出すことともなりました。新型コロナウイルスの感染拡大と共に、感染者や医療

従事者などに対する差別的な言動が見られる等の問題です。社会が感染症と向き合っていく

ためには、医療を充実させると共に、人権の視点も大切にする事が重要です。感染者や医療

従事者などへの差別意識は「自分も感染するのではないか」という恐怖心が発端です。その

恐怖心が偏見を生み、差別へとつながります。また、この恐怖心は科学的な知見を軽視し

て、根深く浸透するという性格をもっているため、偏見や差別へと変わりやすいのです。わ

たしたちが偏見をもったり差別したりしないためには、正しい知識

を学び、差別的な言動に同調しないよう注意することが必要です。 

 同じく感染症が原因で深刻な人権侵害を招いた例としてハンセン

病があります。鳥取県には国の政策に従ったとはいえ、人の自由を

奪い人権を侵害する強制隔離政策に従って「無らい県運動」を徹底

して進めた過去があります。この反省をもとに、ハンセン病問題を

風化させず、ハンセン病問題を考える拠点として「碑」が建立され

ました。 

 人権教育・啓発を推進してきた鳥取県人権教育推進協議会として

は、偏見や差別の拡大は大変遺憾であり、決して見過ごすことはで

きません。新型コロナウイルスの問題から学び、教訓とすること

が、何より大切だと考えます。そこで、以下のように今年度の研究

集会『特別講座』を開催することとしました。 

「第４５回人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会」『特別講座』 
 

〇内 容：「新型コロナウイルス問題の偏見や差別から学ぶ」を主題とした講座 

       主講演とパネラーの問題提起 ※詳細については現在検討中 

〇主 催：鳥取県人権教育推進協議会 （市町村の協力を仰ぎながら） 

〇日 時：2020年 9月～１０月頃  平日 午後 1時間半程度 

〇会 場：東部・中部・西部の３会場 （別々の日に開催） 

〇参加者：各会場約１００人～２００人（県人教加盟団体及び関係団体、後援団体） 

〇参加費：無料 

〇新型コロナウイルス感染防止対策を十分講じる。 

  ・席の間隔を空ける。（３密を避ける。５００席に１３０人程度） 

  ・アルコール消毒、マスクの着用の徹底。  ・時間を 1時間半程度とする。 等 

〇人数限定の会のため、講座の様子をビデオ撮影し、後日加盟団体にＤＶＤを配布する。 

※今後の新型コロナウイルス感染状況により内容等を変更したり、講演を中止したり         

 する場合があります。 
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とりぎん文化会館正面
入り口前にある 

「ハンセン病強制隔離
への反省と誓いの碑」 

https://www.nishinippon.co.jp/theme/novel_coronavirus/


新型コロナウイルスによる偏見や差別の構造を学ぶ 
 

 新型コロナウイルス感染の問題については、病気に対する正しい知識をもち、それに関して生

じている偏見や差別の仕組みを知ることが問題の解決に役立ちます。日本赤十字社が新型コロナ

ウイルスによる感染症拡大防止のガイドとして、「新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう！～

負のスパイラルを断ち切るために～」をホームページで公開しています。新型コロナウイルス感

染による問題は、ウイルス感染そのものだけではないことが分かりやすくまとめてありますので

紹介します。ぜひ参考にしてみて下さい。🔎「新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう！日本赤十字」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんも、 ウイルスに関する悪い情報ばかりに目が 向いていたり、なにかとウイルスに結び 

付けて考えたりしていませんか？  

「あの人咳してる・・・コロナなんじゃない」  

「あの地域はコロナが流行っているからあそこのものを買うのはやめよう・・・」  

「熱があるけど怖い

か ら 黙 っ て い よ

う・・・」  

このように思い、

行動することから 

“感染症〟は広がっ

ていきます。 これら

の“感染症〟をふせ

ぐために、 私たちは

どのような工夫がで

きる でしょうか？  
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敵がウイルスから感染に 
かかわる人にすり替わる 

敵がすり替わる 

敵はウイルス 

第１の感染症

病 気 

未知のウイルスで分からないこと

が多いため、強い不安を生む 

人間の生き延びようとする本能により
ウイルス感染にかかわる人を遠ざける 

差別を受けるのを恐れて症

状を隠し、感染拡大を招く 

 新型コロナウイルスが生む「負のスパイラル」 

※日本赤十字社のガイド「新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう！」から 

第２の感染症

不 安 
第３の感染症

差 別 



全国人権教育研究協議会代表理事に野口誠也氏（熊本県）就任 

 全国人権教育研究協議会（全人教）は、第１２回定時総

会並びに第１回理事会を、新型コロナウイルスのため書面

による決議で行いました。総会は５月２６日、第１回理事

会が６月３日成立、その中で新しい役員が決定し、鳥取県

の福田和博氏が副理事長に選任されました。 

※「公益社団法人全国人権教育研究協議会」は、同和教育を人権教育の重要な柱として位置づけ、部落問題を

はじめとするあらゆる人権問題の解決をめざす人権教育の研究実践活動・資料作成等を行うことにより、人権

文化の確立をめざし、人権を尊重する社会の実現に寄与することを目的とする団体です。鳥取県人権教育推進

協議会をはじめとした全国３６の正会員（加盟人同教）及び賛助会員(個人)で構成されています。🔎「全人教」 

 
研究集会ご案内 

＜全人教主催＞   

◇第 72回全国人権・同和教育研究大会  10/31～11/1 新潟県上越市  次年度へ延期 
◇教育課題別研究会「創る つながる 切り拓く」７/29 京都府京田辺市 次年度へ延期 
◇「豊かな人権教育の創造」実践交流会    11/28 神戸市     次年度へ延期 
＜全人教後援＞ 
・部落解放第 65回全国女性集会      5/16～17 熊本市   開催中止 
・第 45回部落解放・人権西日本夏期講座  6/18～19 山口市  延期 2021年 2月 25～26日 
・第 67回四国地区人権教育研究大会    7/2～3   高知市  開催中止 
・部落解放第 52回東日本研究集会     7/2～3    群馬県みなかみ市 開催中止 
・第 47回九州地区人権・同和教育夏期講座 8/19～20  鹿児島  開催中止 
・部落解放第 64回全国青年集会      8/29～30  徳島市   開催中止 
・部落解放第 52回全国高校生集会     8/29～30  徳島市   開催中止 

・第 38回阪奈地区人権・同和教育研究大会 9/4     大阪府  開催中止 
・第 13回中国ブロック人権・同和教育研究集会 10/3 鳥取県  次年度へ延期 
・部落解放研究第 54回全国集会      11/10～11 北九州市 開催中止 
・第 35回人権啓発研究集会        12/17～18 三重県津市 
・第 43回全国人権保育研究集会    2021/1/30～31 奈良市 
 

 

鳥取県部落解放月間  

 部落解放月間は「同和対策事業特別措置法」が施行された昭和４４

（1969）年７月１０日を記念して、鳥取県が翌年の昭和４５（1970）年

に制定しました。毎年７月１０日から８月９日の期間中、県民一人ひとりが

人権・同和問題を正しく理解し、認識を深めていくための研修会や講演会が

行われる月間です。 
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新しい代表理事と副理事長 
代表理事 野口誠也（熊本県） 
副理事長 泉野泰久（大阪市） 
副理事長 福田和博（鳥取県） 

７月１０日から８月９日は 

部落解放月間です。 

鳥取県人権教育推進協議会 新役員の紹介（4 月以降の各団体役員の交代による） 

新副会長に又野愼介氏（米子市人権・同和教育推進協議会）、津川俊仁氏（部落解放同盟鳥取

県連合会）、新理事に前田義機氏（公益社団法人鳥取県人権文化センター）が就任されました。

前副会長の内田信義氏、西村一秋氏、前理事の田中朝子氏には大変お世話になりました。 

鳥取県部落解放月間のポスター 

7 月 10 日から 8 月 9 日は

部落解放月間です。 


